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★ラオス NAFRI でワークショップ★ 
 3 月、乾季終盤を迎えたラオスは、焼け付くよう
な日差しに襲われるだろうと思いきや、意外にも
乾季ゆえの土ぼこりのためか空は常に霞み、日差
しは柔らかで、快適に過ごせる日々が続きました。 
去る３月２日、カウンターパートである NAFRI
（National Agriculture and Forestry Research Institute）で、
ワークショップを開き、今年度のズブズブ班の成
果を発表してきました。セミナーのテーマは
“Eco-history study project in Vientiane Plain ―Water, 
Resource-use and Daily Life in Xaythani District―”。NAFRI
所長の Boungthong 氏をはじめ、NAFRI の研究者やサ
イタニー郡の村長が出席し、研究成果について議
論が交わされました。 
成果の報告内容は以下の通りです。 
1. Physical environment in Xaythani District  
1-a. Geo-environment in Vientiane Plain, Central Laos 
(Eisuke ONO) 
1-b. Effect of human activity on water quality (Chisato 
TAKENAKA and Rie TOMIOKA) 
2. General information on peoples and livelihood of Xaythani 
villages (Sengdouane SIVILAY, Yoshinao ADACHI and 
Shuichi MIYAGAWA) 
3. General Survey of History of Community Settlement in 
Xaythani district (Kumiko KATO and Isra YANATAN) 
4. Adaptation of rice growing to natural and socio-economic 
environment of Xaythani (Yoshinao ADACHI, Shuichi 
MIYAGAWA and Sengdouane SIVILAY) 
5. Subsistence Complex in the Wetland Ecotone in Vientiane 
Plain，Lao P.D.R. (Kenichi NONAKA) 
6. Marketing of Biological Resources in Vientiane Plain (Akiko 
IKEGUCHI, Haruo SAITO, Kenichi NONAKA, Yuichiro 
NISHIMURA, and Yoshinao ADACHI) 
7. Use of Edible Plants and Mushrooms at Woodlands in 
Vientiane Plain (Haruo SAITO) 
8. Cladophora glomerata (Linnaeus) Kuetzing and Spirogyra 
spp. in Laos (Tetsuro AJISAKA, Isamu WAKANA) 
9. Time-geographical Analysis on the Daily Lives of Village 
People in Xaythani District (Yuichiro NISHIMURA and Kohei 
OKAMOTO) 
 中でも注目は 4 番の足達君の発表です。足達君は
昨年の５月から僅か８か月のラオス滞在ですが、
見事ラオス語で発表をやってのけました。これに
は Boungthong 所長もご満悦でした。 
ワークショップ終了後は、NAFRI の中庭で懇親会
が開かれ、ラオスの研究者や村長さんたちと交流
を深めました。また、この席上で、サイタニー郡
ドンクアイ（Dongkhuai）村の村長さんと交渉し、こ
の村にズブズブ班の調査拠点を置くことが決まり
ました。今年度以降のさらなるインテンシブな調
査、研究に大きな期待が持てます。 
（京都大学大学院農学研究科 齋藤暖生） 
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★デンバー道中記★ 
われらズブズブ班の６名（野中・西村・岡本・
池口・齋藤・小野）は，４月５日～９日にコロラ
ド州デンバーで開催されたアメリカ地理学会にお
いて，ラオス調査の成果を発表しました．発表は，
西村・野中をオーガナイザーとするセッション
（Humanity and Nature in Vientiane Plain, Laos.）形式で行
われ，座長は Dartmouth College の Chris Sneddon 先生
にお願いしました．発表タイトルは以下のとおり
で，小野・野中・齋藤・西村の順で演台に立ちま
した． 
Eisuke Ono; Geo-environment and human activity in 
Vientiane Plain, Central Laos. 
Kenichi Nonaka; Subsistence Complex in the Wetland 
Ecotone in Vientiane Plain, Lao P.D.R. 
Akiko Ikeguchid and Haruo Saito; Marketplace networks and 
distribution of natural resources in Vientiane plain, Laos. 
Yuichro Nishimura and Kohei Okamoto; Time-geographical 
Analysis on the Daily Lives of Village People in Laos. 
 各自の発表が終了した後，University of Kentucky の
Pradyumna P. Karan 先生にコメントをいただき，聴衆
を含めた総合討論へと移りました．討論の中では，
我々が調査の対象とするビエンチャン平野におけ
る事象について，ラオス全体やメコン河流域とい
ったマクロに生じる問題とどのように結びつけて
考えるべきなのかといった，研究の位置づけをめ
ぐる問題などが話し合われました． 
 
セッションが開かれたのは学会最終日の９日で，
発表メンバーはその前日までにデンバーに集結し
ました．デンバーはロッキー山脈の麓に広がる，
美しい町並みを持つ都市です．また，そこには種
類豊富な地ビールや肉厚なステーキなど，われわ
れが必要とするものが揃っていました．特に，高
地の乾燥した気候の中で飲むビールの味は格別で
した． 
セッション前日は，ほぼ全員が深夜まで熱心に？
発表準備に取り組みました．熱心さのあまり，ほ
とんど睡眠をとらなかった人もいたようです．当
日は，各自が無事に役目を果たすことができたの
ではないでしょうか．私は初めての海外学会発表
ということもあり，緊張していてほとんど記憶が
無いのですが．．． 
ということでメデタシ，メデタシとなるところ
だったのですが，今回の旅にはさらなるクライマ
ックスが用意されていました．翌朝の便でサンフ
ランシスコへ飛ぶことになっていた我々は，乗り
合いタクシーでデンバー空港に向かいました．途
中，雪が降り出したと思ったら「あっ」という間
に大雪に．季節外れのブリザードに遭遇してしま
ったのです．空港はすぐに閉鎖となりました．翌
日のチケットを予約した後，とりあえず「朝ごは
んとビールでも」ということになったのですが，
その間に道路状況はさらに悪化して，空港と市内
をつなぐ交通は寸断された状態に．ブリザードの
中，バスやタクシーを待つものの，つかまらなく
なってしまいました．空港から出られなくなった
我々は，廊下で寝ながら天気の回復を待つことに．
夕方になると，ようやくタクシーがつかまり，空
港近くのホテルに移動．ホテルでは，先生方が授
学会の会場となった Adam's mark Hotel 
アメリカで「ズブズブ」研究をアピール 撮影：齋藤暖生
ホテルの駐車場。ブリザードは翌日の未明まで続きました。
撮影：齋藤暖生
 3
業の休講連絡に追われていました（少し嬉しそう
に．．．）．その間も雪は降り続けました．翌日の早
朝，相変わらず降り続ける雪の中，空港へ．結局，
天候は急激に回復し，サンフランシスコ行きの便
は定刻を少し遅れて飛んだのですが，その飛行機
に乗れたのは国内線でチェックインした私だけ．
ほかの人たちは後発の便に乗り，サンフランシス
コで中部空港便になんとか接続できたようです．
齋藤君を除き．．．もともと，サンフランシスコに
宿泊することになっていた私は，翌日，空港で齋
藤君と再会を果たし，それぞれ中部空港，成田空
港行きの便で帰国することができました． 
今回の学会発表を通じて，ズブズブ班としての
今後の研究の方向性が明確化され，みなが手ごた
えを感じることができたと思います．最後になり
ますが，今回の旅をコーディネートしてくれた西
村さん，ご苦労様でした．ベリーレア・ステーキ
の食いっぷり，かっこよかったです． 
（名古屋大学大学院文学研究科 小野映介） 
 
昨年度ズブズブ班に加えていただき、ビエンチ
ャン近郊に２度調査に行かせてもらいました。１
度目は雨季の 2004 年 9 月、2 度目は乾季の 2005 年
2 月。私が行ったのは主に農村の井戸水の水質調査
と田の土壌の化学的性質の調査です。井戸と一口
に言っても、地域、村により様々な形態の井戸が
ありました。深さ 4－5 メートルの土壁の井戸、少
しお金に余裕があったり、土がもろいところでは
コンクリートの輪を埋めた井戸、15 メートル以上
の深さからポンプで水をくみ上げている井戸、手
動でくみ上げる井戸。現在はペットボトルが普及
しているので、多くの家庭では井戸水は洗濯や食
器洗い等に利用しているとのことでした。 
 
 
 
雨季にサイタニー郡を訪れたときは名古屋は晩
夏で、まだまだ暑く、サイタニー郡での暑さや緑
がむらむらしている風景に「異国」にきたという
実感はあまり湧かず、ラオスを訪れる日本人がよ
く言うように、どことなく懐かしい気持ちでいっ
ぱいになりました。しかし、乾季に訪れたときは
日本はまだ冬。おまけに生まれて初めて体感する
乾季はまさに「乾き」でした。雨季にはたゆたゆ
と流れていたメコン川も大きな水溜りのように変
身しており、とにかく暑かったです。調査の休憩
に飲むサトウキビジュースは体に染みていく心地
よい甘さでした。 
 ２度のラオスでの調査を通して感じたことは、
ラオスの人々の生活に多少の不足はあっても過剰
な「余り」のないシンプルな生活がいかに豊かで
あるかということです。 
 
（名古屋大学大学院生命農学研究科 富岡利恵） 
 
ズブズブ班フィールド便り 
ズブに生きる６  
土壁の井戸 セメント壁の井戸 
電気ポンプの井戸 手動ポンプの井戸 
←雨の多い地域だ
けあり、雨水を上手
に利用している家庭
もいくつかありまし
た。 
↑雨の降る日は道路が即席の川になります。大人も子供も
この川に流れてくる魚の漁に一生懸命です。こんな日に学
校の側を通ると、教室に入れず廊下や運動場に子供たち
があふれている光景が見られます。先生も授業どころでは
ないらしい。 
↑ 
サイタニー郡の北東に位置する山の渓流。 
雨季（写真左）には勢いよく流れていたが、乾季〔写真
右）はからからに乾いていました。雨季に感じられた山の
瑞々しさは乾季ではまったくかんじられませんでした。 
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 2004 年 2 月の第一回のラオス、ラハナムの調査
で、高血糖や糖尿病の多い可能性が浮上したため、
それを確かめるため、随時血糖 110mg/dl 以上の高齢
者に対し、同年 12 月にブドウ糖負荷テストを施行
した（写真）。 
 サバナケット、ラハナムの高齢者と、郡病院の
ある、パキソンの高齢者に対し、調べることがで
きた。60 歳以上の高齢者の 17%の方が糖尿病を有
し、8%の方が耐糖能異常を有するという結果とな
り、やはり、高いことが確かめられた。また、経
済状態と糖尿病の頻度の関係をみてみると、日本
の高知の山間部の調査では、経済状態の高い高齢
者に糖尿病が多く、中間層は最低、低い郡は、や
や高いという J-カーブを示し、これは先進国に問題
である飽食の影響からうなずけるが、ラオスのラ
ハナムの高齢者では、経済の低い層が、糖尿病の
頻度が最も多く、高い群もそれについで高いとい
う、逆 J-カーブを示した。この問題を、現地の医師
と議論したが、経済の低い高齢者は、副食が少な
く、餅米だけ多く摂ることによる、炭水化物の偏
りが指摘された。最近、灌漑の整備による米の収
穫量の増加や経済状態の改善から、米の摂取増加
や、糖分や炭水化物の多い食物の購入摂取などの
可能性も考えられる。また、胎児期に母親の飢餓
状態に適応していたのが、高齢期の栄養転換の結
果、インスリン分泌の予備能が小さく、糖尿病を
発症するという、“ fetal origins of disease”仮説の関
与の可能性もある。低経済状態の高齢者は、栄養
転換の変化度が大きいため、糖尿病発症のリスク
が大きいのかもしれない。また、倹約遺伝子の関
与も考慮にいれなければいけない。以上より、栄
養、母子、成人、経済、エネルギー消費、遺伝子、
社会経済の歴史をふまえて、各班とのリンクにな
るようなアプローチを考えている。糖尿病を有す
る高齢者の方が、肝機能以上が多いため、タイ肝
吸虫の抗体を中村哲先生に調べていただくことに
した。村山先生の栄養調査もぜひ勉強させていた
だきたいし、ラオスの医療史の調査から、歴史的
背景に迫っていきたいとも考えている。 
 高齢者の糖尿病や耐糖能異常が多いのは、本当
に病的なのか、問題なのかという議論もある。こ
れに対しては、経年的に予後調査を続け、脳梗塞
などの動脈硬化性疾患などの発症が高く、死亡率
にも影響するのかといったことを確かめていくこ
とにしており、3 年くらい経過をおえば、何らかの
結論が出ると考えられる。ラオスの糖尿病を有す
る高齢者の合併症（末梢神経障害、網膜症、腎障
害）はほとんどないことから、発症は比較的最近
である可能性が考えられる。実際、サバナケット
と国境のメコン川をへだてて、同じ民族であると
考えられるイサンの人々が在住している、タイの
コンケンの高齢者で同様の調査をしてみると、コ
ンケンの農村部では糖尿病は 20%、市街部では 40%
と経済発展とともに、うなぎ上りに増加しており、
また、彼らのうち少なからず、何らかの合併症を
有していることより、ラオスの経済発展の進んだ
将来を見ているようで、やはり、高血糖は無視で
きない問題であると考えている。 
（総合地球環境学研究所 奥宮清人） 
 
ラオスの小学生の健康状態を把握するための１
つとして、フィールド調査地で尿検査を実施しよ
うとしたときのことだった。「子どもたちが恥ずか
しがって、尿をその場で採らないかも知れない。
その場合は、囲いを設けるなどして簡易トイレの
ようなものを用意する必要があるだろう。でも、
ここの学校は大丈夫。トイレがあるから。」という
カウンターパートの言葉に安心していた。しかし
実際に学校を訪れると校長先生に、「私たちの学校
には、トイレがあるけれども使っていません。」と
言われた。その小学校は、日本政府が数年前に無
償援助で校舎を建設していて、その際、校舎の近
くにトイレもきちんと建てている。途上国の援助
活動にしばしば見受けられることだが、トイレを
建てても水がないため使われていないという状況
がここでも起きていた。 
このような光景に遭遇して、数年前のことを思
い出した。ある日本の NGO の紹介で、ビエンチャ
ン郊外の小学校を訪れたときのことだった。その
学校では、彼らの援助によってコンクリート造り
で、床が白いタイル張りのトイレが建てられてい
た。そして「物資は全部現地で入手し、村の人た
ちによって建てられました。」「トイレを建てても
水がないために使われないことがあるのですが、
人類生態班活動報告 
老年医学班 
人類生態班 
フィールド便り 
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私たちは水の供給についても独自の発想と工夫を
重ね、その問題を解決しています。」と説明を受け
た。確かにトイレを使用するに足る水場も近くに
用意されていて、水場からの水を溜めるのに適当
な大きさの‘ためおけ’もトイレの中に設置され
ていた。その日は、あいにく学校は休日だった。
校庭をうろうろしていると、一人の小学生がやっ
てきて、トイレの掃除を始めた。しばらく見てい
ると、トイレの中だというのに、その彼女は履い
ていたサンダルを脱ぎ素足で掃除を続けた。白い
タイル張りのため、いくら水で洗い流しても、水
汲みに行く度にすぐに汚れてしまうからだ。 
ある途上国でのことだった。教頭先生が「ウン
コは便器の中に、きちんとしましょう。」と声を張
り上げ、朝礼で衛生指導をしていた。トイレがあ
っても子どもたちは使わず、トイレの周囲で用を
足すためだ。また、ある小学校では休み時間に、
一つのトイレから小さな男の子が 5人も 6人も出て
きて、一体トイレの中で何をしているのだろうと
驚いたことがあった。そういった子どもたちに、
トイレに関する質問をすると、「暗くて怖い」とい
う回答が多い。そうかといって、窓を大きくし光
彩を取り入れると、今度は虫や蛇も一緒に入って
きて、おちおちと用を足すことができない。 
 
トイレットペーパーを使う慣習のない途上国で
は、汚いサンダルで、暗く汚れたトイレを使うよ
り、広い校庭の片隅で用を足したほうが、汚物が
そのまま乾燥し、土にかえりよほど衛生的だとい
う意見もある。先進国の衛生概念は、そのまま途
上国では通用しない。久々にフィールドに入り、
衛生概念も相対的なものであることを改めて感じ
た。 
（人類生態班・かねだえいこ） 
青パパイヤのサラダ（タムマークフン） 
都市部でも農村部でもよく食べられているラオス
の代表的な料理の一つ。浅漬けにしたような青パ
パイヤのキュッキュッという独特の食感が楽しい。
自分で作るものに比べて村のお店で出しているも
のは味に深みがあるのだが、その“秘密”を店の
人に尋ねたところ、砂糖ではなくえび味噌（カピ）
を混ぜて甘みを出しているそう。今回はそのえび
味噌入りの作り方を紹介する。 
 
準備するもの（２～３人分） 
・青パパイヤ     ：中くらいの 1 個 
・ミニトマト     ：3 個 
・インゲン      ：3 房 
・丸ナス       ：2 個 
・唐辛子       ：3～5 個（お好みでどうぞ） 
・にんにく      ：3 房 
・レモン       ：1 個 
・魚醤        ：大さじ 3 杯 
・うま味調味料    ：少々 
・えび味噌      ：大さじ 1 杯 
・干し海老とナッツ  ：少々 
 
作り方 
1.青パパイヤの皮をむき、千切りを作る。 
2.魚醤にえび味噌を混ぜ入れ、ソースを作る。甘み
が足りないときは砂糖で調整する。 
3.唐辛子とにんにくをすり鉢に入れ、すりつぶす。 
4.刻んだ青パパイヤを入れ杵でつき、先に作ったソ
ースとうまみ調味料を入れ混ぜる。 
5.ミニトマト、インゲン、丸ナスを食べやすい大き
さに切り入れ、杵でつきながらさらに混ぜる。 
6.レモンの汁を入れ、調味料で味を調える。 
7.器に盛り、干し海老とナッツを振り掛ければ出来
上がり。 
 
＊パパイヤのほかにもインゲン、きゅうり、にん
じん、インスタント麺などで作る「タム料理」も
ある。こちらもお勧めなので、お試しあれ。 
（人類生態班・いわさみつひろ） 
人類生態班 
料理紹介 
写真：激辛のタムマークフン 
［2005 年 2 月 12 日撮影］
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2005 年 4 月 15 日、京都大学東南アジア研究所に
て今年度 1 回目となる森林・農業班の班会議が開催
された。現地に長期間滞在し現地調査を行ったメ
ンバーによる成果報告と班としての今後の活動ス
ケジュールについて議論がされた。 
プログラムは以下の通りである。 
 
１．成果報告 
・VILAPHONE Anoulom 
「Fallow Vegetation of Traditional Khmu Swidden Cultivation 
in Northern Lao PDR」 
・広田勲（代理中西） 
「北部ラオスの焼畑における休閑植生動態－ウド
ムサーイ県ラー郡フアイペー村の事例－」 
・武藤千秋 
「ラオス中部のイネ在来品種の SSR 多型」 
・富田晋介 
「アイ村データベース」 
共同調査地であるアイ村での調査によって取得さ
れたデータをデータベース化しメンバー間で共有
することができるようにローカルページに掲載す
る予定である。 
・松浦美樹（代理河野） 
「ラオス北部における生業活動の変容と人々の生
活戦略」 
・安田理恵（代理富田） 
「リモートセンシングを用いたラオス北部山地に
おける土地利用の空間パターンの解明－ 
パック川源流域を事例として－」 
・内田ゆかり（代理縄田） 
「ホームガーデンにおける植物利用の多様性の比
較－東北タイ・カラシン県の事例」 
・中田友子（代理河野） 
「フランス海外県公文書館・国立図書館での収集
資料」 
 
２．今後の研究計画 
・北イリノイ（横山） 
２００５年５月２０－２２日に北イリノイ大学
の東南アジア研究センターで開かれるラオス研究
国際会議の参加者は、横山・河野・落合・百村・
広田である。 
パネルの趣旨は、いままで自然資源にたよって
生活してきた地元住民の生活は、彼ら自身が改善
しようとしたり、外部からの指導や提案、市場経
済の浸透などの影響によって劇的 
に変わろうとしている。植物利用、土地利用変容、
住民の生活に密接に関係している自然資源という
トピックから、ラオスの現地住民の生活の過去、
現在、将来を東南アジア大陸山地部の他の地域と
比較して考察するという内容である。 
・現地ワークショップ（河野） 
メンバーの研究成果を現地ラオスに還元するこ
とを目的とし、ウドムサイ、アイ村の両地でＷＳ
を開催する予定である。開催時期は２００６年度
３月中旬を予定しているがラオス側と日程調整す
る必要がある。 
・雲南ワークショップ（河野） 
２００５年１０月に雲南で予定している雲南班
地元メンバーの最終報告会の前に６月に日本側メ
ンバー（とりわけラオスで研究を行っているメン
バー）による「模範的」シンポジウムを雲南で開
催する予定である。このシンポジウムに森林・農
業班から河野・横山の２名が参加することが決定
した。 
・ＮＡＦＲＩとの関係 
今後のＮＡＦＲＩとの協力関係について説明が
あった。ＮＡＦＲＩ側からルアンパバン・ウドム
サイ・サバンナケート・チャンパサック県の４県
を調査地域とし、地元の貧困層の生計を改良する
糸口として在来の鶏の研究をしたいとの提案（詳
細はレジュメ参照）があり、これを了承した。ま
た研究成果の現地への還元を促進するために、班
メンバーがこれまでに発表した英語を中心とする
論文などをラオス語に翻訳し、それを NAFRI 誌など
に投稿することが了承された。 
・メンバー個別研究 
横山・落合：「有用植物村落地図」作成の現地調
査として１２月中旬にラオスに２－３週間、現地
調査に行く予定である。 
藤田裕子：昨年に引き続きアイ村でサンプリング
を行う予定である。 
 
アイ村の水田の地図をタコで撮影した空中写真
によって作成することは困難である為、クィック
バードを購入する予定である。 
 
最終年度には、一般者向けの本を出版する予定
である。 
（京都大学東南アジア研究所 井出美知代） 
 
ラオス北部の村落間では、以前から交易が行わ
れてきた。例えば、塩、ケシ、野生動物、家畜、
綿製品などである。今回は交易品のひとつである
塩に焦点をあて、どのように生産、販売されてき
たのかについて報告する。ラオス北部には、中国
国境沿いのボーテン村（ルアンナムター県）、ラー
郡（ウドムサイ県）、ブンタイ郡（ポンサリー県）
にそれぞれ塩の生産地がある。共同調査地アイ村
森林農業班 
活動報告 
森林農業班フィールド便り 
のげいとう便り 5 
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の北部一帯（ナムグム村、クアン村周辺）にも塩
水が出る箇所が８ヶ所あり、アイ村の人々はその
うちの 3 ヶ所で塩を生産してきた。人々は深さ 4
メートルの井戸を掘り、地下に流れる塩水を汲み
上げ、それを長時間煮詰めて塩を抽出してきた。
煮詰めた塩は乾燥させて幅 10cm、奥行き 20cm ほど
の固形にし、一個づつバナナの葉にくるんで保管
した。雨期は水田水稲作で忙しいため、塩作りは
乾期の仕事であった。 
生産された塩は、食用はもちろんのこと、塩を
生産しない周辺村の人々へ販売していた。当時、
アイ村の塩生産は有名で、乾期になると大勢の人
が購入に来た。遠方からは（現在の）フン郡、ベ
ン郡、ガー郡の地域から、低地ラオに限らず、カ
ム族やモン族、アカ族など、多くの人々が購入に
訪れていたようだ。彼らは、塩を購入すると、そ
れらを馬や水牛に乗せて運んだ。中には、一度に
160 キロ（80 枚）を購入して数頭の馬に乗せて帰る
人もいたという。馬や水牛を保有していない貧し
い農民たちは、肩にかついで帰ったようだ。固形
塩 1 枚（10×20×2cm）を、当時使われていたイン
ドシナ硬貨 2 ビーで販売していた。現金のみならず、
ニワトリ、アヒルなどの家禽やケシとの交換も頻
繁に行われていた。 
塩の生産で欠かせないのは火にくべる薪集めで
ある。森林へ行き、大木を伐採して村まで運ぶと
いうのは大変しんどい作業であった。アイ村では
これらの仕事をナモーの町に住むカム族へ委託し
ていた。手伝いに来る人数は毎回異なり、5 人手伝
いに来ることもあれば、3 人来ることもあった。手
伝いにくる人数に関わらず、100 本の大木を運ぶこ
とで、40 枚（20 キロ）の塩を労賃として支払って
いた。 
アイ村ができて以来、順調であった塩生産だが、
1964 年には販売を停止せざるを得なくなった。当
時は各地で内戦が行われており、1961 年にはウド
ムサイが、1962 年にはルアンナムターがパテート
＝ラオ軍によって占領されたため、治安が悪化し
て人々が村々を自由に行き来することができなく
なったためである。人々が購入に訪れなくなった
アイ村では、次第に規模を縮小させていった。そ
の後も周辺村への塩の販売は細々と続けていたが、
北部ボーテン村に 1990 年代後半から政府のプロジ
ェクトが入り、塩を大量生産するようになったた
め、アイ村のほとんどの世帯がボーテン村の塩を
購入するようになった。しかし、「アイ村の塩のほ
うが美味しい」「妊婦には（ヨウ素の入っていない）
アイ村の塩を食べさせたい」といった理由から、
現在でも自給用に塩を生産している世帯がある。 
このように、ラオス北部の山奥にある村落でも、
完全なる自給自足の生活を行ってきたわけではな
い。以前から幾つかの交易品が村と村の間で取引
されてきた。現在は、かつての盛んに行われた塩
をはじめ、ケシ、野生動物、綿製品などの交易は
姿を消してしまった。また、家畜の売買も政府の
規制が入り、以前のように自由にはいかなくなっ
ている。その一方で、新たに NTFP がこの地域で取
引されるようになった。以前から交易品は村と村
をどのように結び付けてきたのだろうか、また交
易品が変わることによって、村落関係もどのよう
に変化しているのだろうか。地域の成り立ちを考
える上で、これからも注目していきたい点である。 
（京都大学大学院 
アジア・アフリカ地域研究研究科 松浦 美樹） 
これは名前のない植物
だ。ある人は不老不死の
薬あるいは精力剤だと
いい、多くの人は名前を
知らないという。今年多
く見かけたが、殆どの人
が肥料と水を遣り、大切
そうに育てていた。最近、
バンコクなどの都市か
ら普及したようだ。健康
ブームが広まっている
ことを実感するのと同
時に、都市からもたらされたものは漠然としてい
て、特定の病気よりも健康維持や万病に効くもの
が多いと感じた。 
（京都大学大学院農学研究科 内田ゆかり） 
ラオス生き物図鑑 
名前のない植物
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前号では染め型が完成したところまでをお伝え
しました。それでは早速ということで、京都市内
の染め師さんを訪問し、染め方の工程について教
えていただくとともに、いくつかの方法で試し染
めを行なってきました。 
  
●染めの基本工程 
 まずは生地全体を染め上げることから説明しま
す。用意するものは、鍋＆コンロのセット、染め
液と染め液を入れるバケツ、生地を水洗いするた
らいです。洗濯機（脱水機）があるとより便利で
す。 
 
1.大鍋に湯を沸騰させ、生地を２，３分茹でます（写
真①）。生地についた糊などの不純物を落とすため
です。茹で上げた生地は水を張ったたらいに移し、
水洗いした後、絞ります。 
 
2.染め液を入れたバケツに、生地が液中で空気を含
まないように慎重に入れます（写真②）。染料は、
今回はインド藍を使いました。（染め液は染料と還
元剤を水で溶いたものです。） 
 
3.生地を液に 1 分ほどつけたら、絞って取り出しま
す。 
 
4.絞った生地を広げ、旗を振るようにパタパタとあ
おり、空気に触れさせます（写真③）。液から取り
出したばかりの生地は緑色ですが、あおっている
うちにサーッと色が青く変わります。これは色素
（インディゴ）が還元状態から酸化状態に変化す
るためです。こうすることによって、液から出し
た直後は染料が水分に溶け込んでいるだけですが、
空気に触れることによって非水溶性の物質となっ
て生地に定着します。 
 
5.変色した生地を脱水機にかけます。こうすること
によって余分な液を飛ばし、酸化反応もしっかり
進行させることができます。 
 
6.脱水をかけ終わった生地をたらいで水洗いしま
す（写真④）。繊維と繊維の間につまった余分な色
素を洗い落とします。 
 
7.これまでの 2～6 までの工程を繰り返すことによ
って、生地の色はだんだん濃くなります。はじめ
は水色だったものが、3 回ほどで群青色、6 回繰り
返すと濃い藍色に染まります。 
亀屋通信 
いよいよ染め方手習い＆ 試し染め 
① 
② 
③ 
④ 
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●模様をつける①－染め抜き 
 模様をつけるにはいくつかの方法がありますが、
やはりメインは染め抜きによって、染め上げた生
地から色を抜くやり方です。染め上げた生地がす
っかり乾いてからの作業となります。ここでいよ
いよ型の登場です。 
1.染め抜き液を用意します。液といってもペースト
状です。糊と漂白剤と還元剤を水で溶きます。あ
まり水で薄めてしまうとにじんで鮮明な模様はで
きませんし、水が少なすぎても生地にしみこまず、
色が十分にぬけません。調整が難しいです。 
2.生地に型をあて、へらを使って液を丁寧に擦り込
みます（写真⑤）。 
3.型を外し、1 時間ほどおきます。擦り込みがうま
くいくと写真⑥のようになります。 
4.生地をたらいで水洗いします。液を洗い流すと、
液がついていた部分の藍色が抜け、くっきりと白
くなっています（写真⑦）。 
5.生地を脱水機にかけ、乾燥して出来上がり。 
 また、型を使って模様をつける方法に、顔料を
塗りこむという方法があります。いわゆるプリン
ト T シャツです。上記の方法で染め抜き液を使う
代わりに顔料を使うだけです。非常に簡単ですが、
風合いはやはり染め抜き法に軍配が上がるでしょ
う。 
 
●模様をつける
②－絞り 
 絞り模様をつ
けるには、生地を
染める前に生地
をつまんで意図
や紐で堅く縛っ
ておきます。縛っ
た部分は染料が
しみこまず、白く
残ります。あとは
基本の染めの工
程をするだけで
す。 
 
●模様をつける③－色の濃淡をつける 
 生地の部位によって基本の染め工程を繰り返す
回数を変えることによって、染め色の濃淡を出す
ことができます。例えば全体を 3 回だけ染め、生地
の一部だけを染め液につけるようにしてさらに 3
回染めるというように。これを絞り模様に応用し
ても面白いです（写真⑧）。 
 
●その他－生地について 
 今回は綿 100％の T シャツとハンドタオルを使い
ました。素材は綿、麻、絹など自然素材であれば
染まります。化繊は染まりません。 
 タオル地は型を使っての染め抜きには向きませ
ん。絞りならきれいに模様が入ります。 
 
 と、このように染物作りの具体的な方法を習得
できましたので、できるだけ近いうちに皆様に参
加してもらい生態史プロジェクトのオリジナルグ
ッズを作る「染め会」を企画したいと考えていま
す。 
（京都大学大学院農学研究科 齋藤暖生） 
 
⑤ 
⑥ 
⑦ 
⑧ 
